


水産動植物に対する毒性に係る登録保留基準の改正概要

現 行

新しい環境基本計画を踏まえ、持続可能な社会の構築を実現する上で、従来
の対応に加え農薬の環境リスクの評価・管理制度の中に生態系の保全を視野に
入れた取組を強化することが重要。

・試験生物はコイのみのため生態系保全の視
点が不十分
・毒性評価のみで環境中での曝露量が考慮さ
れていないためリスク評価として不十分
・畑地等で使用される農薬が適用外であるた
め農薬全体としてのリスク管理が不十分

等

改正後

現状の課題

・生態系保全の観点から、魚類の
みならず藻類、甲殻類を評価対象
に追加

登録保留基準
リスク評価の結果、PECがAEC
を上回る場合には登録保留

昭和46年３月農林水産省告示346号
（農薬取締法第３条第１項第４号か
ら第７号までに掲げる場合に該当す
るかどうかの基準を定める件）（平
成15年３月28日改正、施行平成17年
４月１日）

・毒性評価のみならず、曝露評価
を追加（環境中予測濃度(PEC)と、
急性影響濃度(AEC)とを比較するこ
とによりリスクを評価）

・畑地等で使用される農薬につい
ても適用

登録保留基準
コイの半数致死濃度(４８時間)が
0.1ppm以下で、かつ毒性の消失日数が
７日以上の場合（水田において使用す
るものに限る）

改 正

期待される効果
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農薬による環境リスクの低減
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かけがえのない生態系の保全












